
原
発
を
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る 

新
し
い
府
民
運
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 

 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
は
、
被
災
地
は
も
ち
ろ
ん
日
本
全
国
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
東
電
福
島
第
一
原
発
の
災
害

は
、
事
故
収
束
へ
の
見
通
し
も
立
た
な
い
だ
け
で
な
く
、
原
子
力
発
電
は
、
事
故
を
絶
対
に
防
ぐ
こ
と
は
技
術
的
に
も
困
難
で
あ
り
、
一
た
び
重
大

な
事
故
を
起
こ
せ
ば
事
態
を
制
御
で
き
な
く
な
る
と
い
う
、
他
の
事
故
と
は
全
く
異
な
る
危
険
な
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
子
力
発

電
に
よ
っ
て
日
々
生
成
さ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物
は
、
そ
の
処
理
方
法
も
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
危
険
な
高
濃
度
放
射
性
物
質
が
溜
ま
る
一
方
で
あ
る

こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
外
部
に
放
出
さ
れ
た
放
射
能
に
よ
る
汚
染
は
大
気
、
海
洋
、
土
壌
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
広
が
り
、
農
業
、
畜

産
、
漁
業
、
産
業
な
ど
す
べ
て
の
分
野
に
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
内
部
被
曝
問
題
も
深
刻
で
、
子
を
持
つ
親
に
大
き
な
不

安
を
与
え
、
長
期
の
健
康
追
跡
調
査
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
す
。 

い
ま
国
民
の
中
か
ら
は
、
歴
代
の
政
権
と
電
力
業
界
が
繰
り
広
げ
て
き
た
原
発
の
「
安
全
神
話
」
に
厳
し
い
批
判
の
目
を
向
け
、
地
震
国
・
津
波

国
で
あ
る
日
本
は
原
発
と
は
共
存
で
き
な
い
、
後
世
に
大
き
な
ツ
ケ
を
残
す
原
発
は
推
進
す
べ
き
で
な
い
と
、
原
発
の
廃
止
を
求
め
る
声
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
原
発
か
ら
撤
退
す
る
方
針
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
、
原
発
依
存
か
ら
の
転

換
を
め
ざ
す
動
き
は
福
島
原
発
事
故
を
き
っ
か
け
に
世
界
的
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
福
島
第
一
原
発
災
害
が
も
た
ら
し
た
重
大
な
被
害
を
教
訓
に
、
今
こ
そ
原
発
依
存
の
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換
し
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
次
の
よ
う
な
大
き
な
府
民
運
動
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
が
求
め
る
の
は
次
の
二
点
で
す
。 

①
原
発
は
地
震
国
日
本
に
と
っ
て
は
余
り
に
も
危
険
で
す
。
原
発
は
廃
止
し
て
、
ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う
。 

②
日
本
の
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
に
大
き
く
転
換
し
ま
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
要
求
で
一
致
す
る
団
体
・
個
人
の
み
な
さ
ん
に
、
一
緒
に
運
動
し
ま
せ
ん
か
？ 

と
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
し
て
、
原
発
問
題
に

つ
い
て
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
語
り
合
い
、
学
び
合
い
、
交
流
し
な
が
ら
、
こ
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
、
署
名
活
動
や
集
会
、
街
頭
で
の
宣
伝
な

ど
に
取
り
組
み
、
大
き
な
世
論
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
政
府
を
は
じ
め
大
阪
府
や
大
阪
市
な
ど
の
各
自
治
体
、
関
西
電

力
に
も
、
こ
の
二
点
を
も
っ
て
、
積
極
的
に
働
き
か
け
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
府
民
運
動
を
す
す
め
る
た
め
に
仮
称
「
原
発
を
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
大
阪
連
絡
会
」（
略
称
：
原
発
ゼ

ロ
の
会
）
を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
原
発
を
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
願
う
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
と
手
を
携

え
て
こ
の
府
民
運
動
を
大
き
く
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
多
く
の
府
民
の
み
な
さ
ん
が
こ
の
運
動
に
共
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら
訴
え
ま
す
。 

 

二
〇
一
一
年
九
月
七
日 

呼
び
か
け
人
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
） 

安
斎 

育
郎 

立
命
館
大
学
名
誉
教
授 

石
田 

法
子 

日
弁
連
人
権
擁
護
委
員
会
前
委
員
長 

大
谷 

昭
宏 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

小
田 

徹
也 

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ(

核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議)

大
阪
府
支
部
支
部
長 

桂 
 

吉
弥 

落
語
家 

木
津
川 

計 

『
上
方
芸
能
』
発
行
人 

日
下
部
吉
彦 

大
阪
音
楽
大
学
客
員
教
授
・
音
楽
評
論 

小
山
乃
里
子 

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー 

阪
口
善
次
郎 

前
大
阪
府
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
理
事
長 

藤
本 

義
一 

作
家 

宮
本 

憲
一 

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授 

和
田 

 

武 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
の
会
代
表 

呼
び
か
け
団
体
（
順
不
同
） 

お
お
さ
か
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 

原
発
問
題
住
民
運
動
大
阪
連
絡
会 

新
日
本
婦
人
の
会
大
阪
府
本
部 

 
 

原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会 

日
本
科
学
者
会
議
大
阪
支
部 

 
 
 

全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合 

大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会 

 
 
 

大
阪
か
ら
公
害
を
な
く
す
会 

  

連
絡
先 

大
阪
か
ら
公
害
を
な
く
す
会
（
大
阪
市
中
央
区
内
本
町
二-

一-

一
九 

内
本
町
松
屋
ビ
ル
一
〇 

三
七
〇
号
） 

電
話(06)6949-8120 

FAX(06)6949-8121 
 

メ
ー
ルinfo@oskougai.com 

 
URL http://oskougai.com/ 


